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研究成果の概要（和文）： 
 発達障害児の認知情報処理特性の把握と，子どもの特性に応じた援助の効果について，心
理学的手法と電気生理学的手法を通した客観的評価に関する知見を確立することを目的と
し，年齢横断的検討をふまえた個々の対象児への経年的指導を行った。年齢横断的検討か
ら明らかになった発達障害児の認知情報処理とその発達の特性は個々の対象児の経年的変
化に一定程度対応し，客観的評価を含めた指導・援助プログラムの活用可能性が示唆され
た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Longitudinal support from the data of psychoeducational assessment and 
psychophisiological recordings based on cross-sectional data were examined for 
children with developmental disabilities. Results indicated that the objective measure 
acquired by psychoeducational assessment and psychophisiological recordings might 
complement and extend the findings obtained from cross-sectional data, but also reveal 
a developmental course of an individual with developmental disabilities. 
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１．研究開始当初の背景 
 学習障害，注意欠陥／多動性障害，高機能
自閉症といった発達障害のある子どもたち
が示す学習面，行動面の困難の背景には，中

枢神経系の機能不全があることが知られて
きている。さらに，このような機能不全は認
知情報処理のアンバランスを生じさせてい
るともいえ，心理・教育的アセスメントが，



子どもの認知情報処理特性の把握に広く用
いられるようになってきている。このような
中で，脳機能に根ざした認知情報処理モデル
を基にした認知検査である DN-CAS（前川，
中山，岡崎，2007）が利用可能となり，これ
までの小児用の認知検査では評価されてこ
なかった認知機能が評価できる状況となっ
ている。 
 一方で，主に海外を中心に脳機能計測の急
激な進歩に伴い，発達障害のある子どもたち
の脳機能不全について多くの知見が報告さ
れてきており，国内においても同様の研究が
進められてきている。しかしながら，上述し
た心理・教育的アセスメントが評価する認知
情報処理の背景にある中枢神経系の機能に
ついては明確な知見が得られていない。 
 申請者は注意欠陥／多動性障害のある子
どもを対象に注意と行動制御に関する特性
とその発達について心理学的手法と電気生
理学的手法の両面から検討を続けてきた。こ
の中で蓄積されてきた年齢横断的データを
踏まえて，個々の発達障害のある子どもの認
知情報処理特性とその背景にある脳機能の
不全を発達的観点からとらえ，これらを考慮
した援助の可能性について検討する必要が
あると考える。 
 
２．研究の目的 
 上述した学術的背景から，本研究では年齢
横断的な発達データをふまえた個々の発達
障害のある子どもの認知情報処理特性の把
握と，子どもの特性に応じた援助の効果につ
いて，心理学的手法と電気生理学的手法を通
した客観的評価に関する知見を確立するこ
とを目的とし，以下の３つの課題を検討した。 
(1)発達障害のある子どもと典型発達の子ど
もを対象とした年齢横断的検討の拡充を通
して基礎的データを蓄積する。 
(2)個々の発達障害のある子どもを対象にし
た経年的援助ならびにその効果の客観的評
価の可能性を検討する。 
(3)得られた知見を広く教育現場に還元する
ために，客観的評価を含めた指導・援助プロ
グラムの活用可能性について検討する。 
 
３．研究の方法 
年齢横断的検討を含め，基礎的データの検

討には定型発達成人および定型発達児を複
数名対象とし，認知課題遂行時の脳波記録，
あるいは皮膚コンダクタンス反応の記録を
行った。脳波記録については，心理・教育的
アセスメントとして用いた日本版 DN-CAS 認
知評価システムで評価しようとするプラン
ニング，注意，同時処理，継次処理（PASS）
プロセスのうち，脳内における情報の符号化
様式として推定される同時処理，継次処理に
関わる脳内処理を，脳波の周波数解析を基に

したコヒーレンス分析を用いた検討を行っ
た。また，皮膚コンダクタンス反応について
は，注意と反応抑制を中心とした行動制御の
観点から分析を行った。 

個々の対象児に対する縦断的検討につい
ては，教育相談に来談している発達障害およ
び発達障害が疑われる児童生徒を対象とし，
心理・教育的アセスメントを実施するととも
に，承諾が得られた数名については認知課題
遂行中の脳波を種とした電気生理学的記録
を行った。 
 

４．研究成果 
(1)同時処理，継次処理といった情報の符号
化過程に関する検討では，定型発達成人を対
象にした認知課題（DN-CAS 認知評価システム
の同時処理課題と継次処理課題）遂行時の脳
波コヒーレンスの分析の結果，認知課題の言
語，非言語という特性や視覚，聴覚といった
感覚モダリティに関わらず，同時処理（SIM），
継次処理（SUC）という二つの符号化でそれ
ぞれ異なる脳内の処理過程が存在すること
が示唆された（図１）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 注意と反応抑制を中心とした行動制御
に関する検討では，定型発達児と注意欠陥／
多動性障害児のギャンブリング課題遂行時
の皮膚コンダクタンス反応の比較から，定型
発達児ではギャンブリング課題で提示され
る報酬や罰について，その程度が大きい場合
と小さい場合で皮膚コンダクタンス反応が
変化するのに対し，注意欠陥／多動性障害児
では，とりわけ罰について程度の大きさに対
応する変化が認められないことが示唆され
た（図２）。 
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